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事業概要・コンセプト
• 事業概要 展⽰会出展、商談、取引開発、マーケティングリサーチ

• 展⽰会名 Asia Fruit Logistica 2019 Hongkong, ⾹港

• 開催期間 ２０１９年９⽉４⽇〜９⽉６⽇、３⽇間

• 場所 Asia World Expo Hong Kong

• 出店規模 120㎡,Halls 3C-３０

• 出店者数 810社/43カ国

• 来場者数 12000名/76カ国

• 商談件数 50件

• 期間中商談先往訪 3件

• 開催者 Messe Berlin Japan

• 共同出展者 ㈱松源、㈲松和、㈱丸吉、㈲⼋冶商店、㈱やっちゃばくらじ、㈱栄農⼈、

静岡温室⽣産協同組合クラウンメロン⽀所・静南⽀所、⼭梨県輸出推進室、㈱銀座千⽦屋、

㈱フタバフルーツ、NAX JAPAN㈱、住友ベークライト㈱、東京⻘果㈱ 計１４社/全２２名



• キャセイパシフィク航空貨物 ⾹港空港ヤード視察
実施内容 １

香港のフラッグ・キャリアであるキャセイ航空のカーゴ施設
を通関業者ＮＡＸ ＪＡＰＡＮの案内で視察する。

視察後は、他国からの視察者とともに情報交換を実施。

平常見ることの出来ない貴重な体験であった。



実施内容 ２
• オリジナルブース展開（120㎡）

・当初⽬的である中国本⼟のバイヤーを意識したブースレイアウト・デザインで施⾏した。

・陳列品は、メインの⻘果物を中⼼に展開し、６次産業商品も加えた。来場者が終始多く忙しかった。主催者からインタビューも受けた。



・レンタル・モニターを使用して、各産地の商品説明と日青協の動画コンテンツを配信した。



実施内容 ３

社外秘



実施内容 ４
• 商品製作 ⼤⽥市場推奨品ブランドの試験導⼊

太田市場が設定するプレミアム限定販売商品としての青果ブランド

産地の人々に手塩にかけ大切に育てられ、生まれた時からプレミアムで
ある日本の青果物に対し、東京青果のオークションマスター（競り人）
と、知識と経験豊富な仲卸の厳しい目利きによりセレクトされた
特級品のみに与えられるブランド。
絶対的な自信に基づいた、日本が誇る青果物として、ここに認められた
特級品のみを数量限定で輸出予約販売する。
認定された商品には個体ごとにブランドシールを添付しその証明とす
る。シール添付に向かない商品にはパッケージにブランドカードを
添付する。
シールの発行管理を外部デザイン会社に委託する。
初動として、試験的にアジア・フルーツロジスティカ2 0 1 9 香港の
展示会にてコンセプトの訴求と効果を検討する。

・銀座千疋屋の監修
・東京市場長の監修

結論 一定の効果があると思われる。

理由：展示会後、福島産リンゴ（冬恋）の輸出の際に
真贋とブランド差別化策として、

「Tokyoセレクション」ラベルを添付して輸出した。



実施内容 ５-①
• 展⽰ブースアンケート調査 回収件数 ２８５件
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実施内容 ５-②
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実施内容 ５-③
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事業総評
１、日本青果物輸出協議会非会員及び平常取引関係にない企業の参加もあったので、事業推進・協力を促すために
連携会議を計5回(5～8月毎月1回、9月反省会）開催した。

２．香港民主化運動デモの発生により、現地治安の危惧により2社4名が直前で参加を断念した。

３．アジア最大級の生鮮青果物・専門の展示会であるが、２と同様の事情により（特に今回ターゲットとした）中国本土からの
来場者が少なく感じられた。

４．生鮮青果物のプロが集う展示会であり、生産地の協力により新商品や限定品、インスタ映えする商材に衆目が集まった。
・新商品、限定品 ＪＡ新はこだて「ななみつき（りんご/名月）」
・インスタ映え ぶどう「長野パープル」

５．共同出展の通関業者の働きにより、香港フラッグシップであるキャセイ航空のカーゴエリアをはじめて視察し、
意見交換が出来たので、単なる展示会のためだけでない輸出知見を得ることが出来た。

６．銀座千疋屋と東京都の協力で、試験的に実施したセレクション・ブランド「Tokyo セレクション」は、
アワードのコンセプトを海外バイヤーに伝えることが難しかったが、真贋の問題対策に一定の効果を得ることが
可能であると思われた。但し、本格的に実施するにはアワードの開催費や運営費、ＰＲ活動費が不可欠であり、
全国的に拡げる専門組織の設立が必要不可欠である。

７．試食は概ね全品人気が高く、特にさつまいも、ぶどう類が人気であった。

８．全ての参加企業が次回も機会があれば参加したいと報告があった。

９．東京都中央卸売市場 大田市場長がプライベートで渡航し参画していただいた。

以上


